
＜入札・契約制度運用の一部見直しについて＞

○ 総合評価落札方式入札の価格以外の評価点の算定方法の変更について

平成１９年度から試行により実施しております総合評価落札方式によります一般競争入札に

つきまして、「価格以外の評価点の算定方法」を、従来の１パターンから４パターンに変更して

実施いたします。

なお、総合評価落札方式により実施する案件につきましては、従来どおり、公共工事の品質を

確保するため、入札者の施工能力、地域性等と入札価格を一体として評価することが妥当

と認められる工事を対象とします。

○ 「価格以外の評価点の算定方法」

改正後の評価項目及び評価点の配点は下記のとおり

Ａタイプ 市内業者のみを対象に運用する場合

Ｂタイプ 市外業者を含み運用する場合

Ｃタイプ 専門工事を実施する場合

Ｄタイプ 専門工事（工場製品製作がある場合）を実施する場合

○ 適用時期

平成２１年 １月１５日以降発注する、建設工事を対象に適用いたします。



【Ａタイプ】（市内業者対象）

評　　価　　項　　目 配　　点 評　価　基　準 評　価　点

75点以上 3.0点

70点以上75点未満 2.0点

65点以上70点未満 1.0点

65点未満 0点

3件以上の工事実績がある 2.0点

2件の工事実績がある 1.5点

工事の実績がある 1.0点

上記工事の実績なし 0点

3件以上の工事実績がある 2.0点

2件の工事実績がある 1.5点

工事の実績がある 1.0点

上記工事の実績なし 0点

3人以上 2.0点

2人以下 0点

ISO9001又はISO14001のいずれか
を取得

1.0点

無し 0点

加入有り 1.0点

加入無し 0点

協力者名簿登録あり 1.0点

協力者名簿登録なし 0点

下野市消防団員の雇用
（常勤社員）あり

1.0点

下野市消防団員の雇用なし 0点

実績あり 1.0点

実績なし 0点

Ａ 6.0点

Ｂ 4.0点

Ｃ 2.0点

Ｄ 1.0点

不可 0点

(8)　地域活動の実績
　下野市内の地域内において、「愛ロー
ド」又は「愛パーク」等のボランティア活
動の実績により評価する。

(9)　施工計画の評価
　別表2の評価項目により評価する。
　なお、不可の評価を受けた者は失格とす
る。

6.0点

1.0点

(4)　技術者数
　４に掲げる国家資格等を有する者の雇用
人数により評価する。

2.0点

(7)　災害時等への地域貢献
　市との間で締結した災害時の応急対策業
務の実施に関する協定に基づく協力者名簿
への登録及び防災活動等への取組み状況
（下野市消防団員の雇用状況）により評価
する。

1.0点

1.0点

(6)　建設業労働災害防止協会への加入
　入札参加申請日現在における、建設業労
働災害防止協会への加入の有無により評価
する。

1.0点

3.0点

(1)　工事成績評定
　過去２か年度（公告の属する年度を含ま
ない）において、工事検査を完了した市発
注の○○工事の工事成績評定点の平均値
（小数点以下第２位四捨五入）により評価
する。
　対象となる評定点がない場合は、平均値
を６５点未満とみなす。特定建設工事共同
企業体による工事は、各構成員の工事成績
として扱う。

(2)　企業の施工実績
　同種・類似工事を元請けとして施工した
企業の実績（特定建設工事共同企業体の構
成員としての実績を含む。）により評価す
る。
　評価の対象とする工事は、評価基準日ま
でに完成引渡しが完了した３に掲げる工事
とする。

2.0点

(5)　ISOの認証取得
　入札参加申請日現在有効な、ISO9001又
はISO14001の認証取得の有無により評価す
る。

1.0点

(3)　配置予定技術者の施工経験
　過去に同種・類似工事を元請として受注
（特定建設工事共同企業体の構成員として
の実績を含む。）した工事において、主任
技術者、監理技術者又は現場代理人（評価
基準日現在において５に掲げる国家資格等
を有する者に限る。）として施工した配置
予定技術者の工事経験により評価する。
　評価の対象とする工事は、評価基準日ま
でに完成引渡しが完了した４に掲げる工事
とする。

2.0点



【Ｂタイプ】（市内業者対象：市外業者含）

評　　価　　項　　目 配　　点 評　価　基　準 評　価　点

75点以上 3.0点

70点以上75点未満 2.0点

65点以上70点未満 1.0点

65点未満 0点

3件以上の工事実績がある 2.0点

2件の工事実績がある 1.5点

工事の実績がある 1.0点

上記工事の実績なし 0点

3件以上の工事実績がある 2.0点

2件の工事実績がある 1.5点

工事の実績がある 1.0点

上記工事の実績なし 0点

ISO9001又はISO14001のいずれか
を取得

1.0点

無し 0点

加入有り 1.0点

加入無し 0点

協力者名簿登録あり 1.0点

協力者名簿登録なし 0点

下野市消防団員の雇用
（常勤社員）あり

1.0点

下野市消防団員の雇用なし 0点

実績あり 1.0点

実績なし 0点

下野市内 2.0点

その他の地域 0点

Ａ 6.0点

Ｂ 4.0点

Ｃ 2.0点

Ｄ １.0点

不可 0点

(9)　施工計画の評価
　別表2の評価項目により評価する。
　なお、不可の評価を受けた者は失格とす
る。

1.0点

3.0点

(2)　企業の施工実績
　同種・類似工事を元請けとして施工した
企業の実績（特定建設工事共同企業体の構
成員としての実績を含む。）により評価す
る。
　評価の対象とする工事は、評価基準日ま
でに完成引渡しが完了した３に掲げる工事
とする。

2.0点

(3)　配置予定技術者の施工経験
　過去に同種・類似工事を元請として受注
（特定建設工事共同企業体の構成員として
の実績を含む。）した工事において、主任
技術者、監理技術者又は現場代理人（評価
基準日現在において５に掲げる国家資格等
を有する者に限る。）として施工した配置
予定技術者の工事経験により評価する。
　評価の対象とする工事は、評価基準日ま
でに完成引渡しが完了した４に掲げる工事
とする。

2.0点

(1)　工事成績評定
　過去２か年度（公告の属する年度を含ま
ない）において、工事検査を完了した市発
注の○○工事の工事成績評定点の平均値
（小数点以下第２位四捨五入）により評価
する。
　対象となる評定点がない場合は、平均値
を６５点未満とみなす。特定建設工事共同
企業体による工事は、各構成員の工事成績
として扱う。

(4)　ISOの認証取得
　入札参加申請日現在有効な、ISO9001又
はISO14001の認証取得の有無により評価す
る。

6.0点

(6)　災害時等への地域貢献
　市との間で締結した災害時の応急対策業
務の実施に関する協定に基づく協力者名簿
への登録及び防災活動等への取組み状況
（下野市消防団員の雇用状況）により評価
する。

1.0点

(5)　建設業労働災害防止協会への加入
　入札参加申請日現在における、建設業労
働災害防止協会への加入の有無により評価
する。

1.0点

(8)　地域内拠点の有無
　本店（建設業法に基づく主たる営業所に
限る。）の所在地に基づき評価する。

2.0点

1.0点

(7)　地域活動の実績
　下野市内の地域内において、「愛ロー
ド」又は「愛パーク」等のボランティア活
動の実績により評価する。

1.0点



【Ｃタイプ】（専門工事対象）

評　　価　　項　　目 配　　点 評　価　基　準 評　価　点

78点以上 4.0点

76点以上78点未満 3.0点

74点以上76点未満 2.0点

72点以上74点未満 1.0点

72点未満 0点

○○以上の○○工事の施工実績あ
り

3.0点

○○以上○○未満の○○工事の施
工実績あり

1.5点

工事の実績なし 0点

○○以上の○○工事の施工経験あ
り

2.0点

○○以上○○未満の○○工事の施
工経験あり

1.0点

工事の施工経験なし 0点

5人以上 1.0点

4人以下 0点

ISO9001又はISO14001のいずれか
を取得

1.0点

無し 0点

加入有り 1.0点

加入無し 0点

有り 1.0点

無し 0点

Ａ 6.0点

Ｂ 4.0点

Ｃ 2.0点

Ｄ 1.0点

不可 0点

○○管内での実績あり 1.0点

0点上記区域内での実績なし

4.0点

(1)　工事成績評定
　過去３か年度（公告の属する年度を含ま
ない）において、工事検査を完了した栃木
県発注の○○工事の工事成績評定点の平均
値（小数点以下第２位四捨五入）により評
価する。
　対象となる評定点がない場合は、平均値
を６５点未満とみなす。
　特定建設工事共同企業体による工事は、
各構成員の工事成績として扱う。

(2)　企業の施工実績
　同種・類似工事を元請けとして施工した
企業の実績（特定建設工事共同企業体の構
成員としての実績を含む。）により評価す
る。
　評価の対象とする工事は、評価基準日ま
でに完成引渡しが完了した３に掲げる工事
とする。

3.0点

(3)　配置予定技術者の施工経験
　過去に同種・類似工事を元請として受注
（特定建設工事共同企業体の構成員として
の実績を含む。）した工事において、主任
技術者、監理技術者又は現場代理人（評価
基準日現在において５に掲げる国家資格等
を有する者に限る。）として施工した配置
予定技術者の工事経験により評価する。
　評価の対象とする工事は、評価基準日ま
でに完成引渡しが完了した４に掲げる工事
とする。

2.0点

(4)　技術者数
　４に掲げる国家資格等を有する者の雇用
人数により評価する。

(9)　施工計画の評価
　別表2の評価項目により評価する。
　なお、不可の評価を受けた者は失格とす
る。

6.0点

1.0点

(7)　地域内拠点の有無
　本店（建設業法に基づく主たる営業所に
限る。）の所在地に基づき評価する。

(8)　近隣施工実績
　工事箇所の近隣区域内で元請けとして施
工した企業の実績（建設工事共同企業体の
構成員としての実績を含む。）により評価
する。
評価の対象とする工事は○○工事とし、
国、特殊法人等、県又は市町発注の請負金
額５００万円以上の工事であって、評価基
準日前５年以内に完成引き渡しが完了した
右に掲げる区域内で施工した工事とする。

1.0点

1.0点

1.0点

(5)　ISOの認証取得
　入札参加申請日現在有効な、ISO9001又
はISO14001の認証取得の有無により評価す
る。

(6)　建設業労働災害防止協会への加入
　入札参加申請日現在における、建設業労
働災害防止協会への加入の有無により評価
する。

1.0点



【Ｄタイプ】（専門工事対象：製品製作がある場合）

評　　価　　項　　目 配　　点 評　価　基　準 評　価　点

78点以上 4.0点

76点以上78点未満 3.0点

74点以上76点未満 2.0点

72点以上74点未満 1.0点

72点未満 0点

○○以上の○○工事の施工実績あ
り

3.0点

○○以上○○未満の○○工事の施
工実績あり

1.5点

工事の実績なし 0点

3件以上の工事実績がある 2.0点

2件の工事実績がある 1.5点

工事の実績がある 1.0点

○○の製作工場有り 1.0点

○○の製作工場無し 0点

ISO9001又はISO14001のいずれか
を取得

1.0点

無し 0点

加入有り 1.0点

加入無し 0点

有り 1.0点

無し 0点

Ａ 6.0点

Ｂ 4.0点

Ｃ 2.0点

Ｄ 1.0点

不可 0点

○○管内での実績あり 1.0点

上記区域内での実績なし 0点

6.0点

1.0点

(5)　ISOの認証取得
　入札参加申請日現在有効な、ISO9001又
はISO14001の認証取得の有無により評価す
る。

1.0点

1.0点

(9)　施工計画の評価
　別表2の評価項目により評価する。
　なお、不可の評価を受けた者は失格とす
る。

(8)　近隣施工実績
　工事箇所の近隣区域内で元請けとして施
工した企業の実績（建設工事共同企業体の
構成員としての実績を含む。）により評価
する。
評価の対象とする工事は○○工事とし、
国、特殊法人等、県又は市町発注の請負金
額５００万円以上の工事であって、評価基
準日前５年以内に完成引き渡しが完了した
右に掲げる区域内で施工した工事とする。

1.0点

4.0点

(2)　企業の施工実績
　同種・類似工事を元請けとして施工した
企業の実績（特定建設工事共同企業体の構
成員としての実績を含む。）により評価す
る。
　評価の対象とする工事は、評価基準日ま
でに完成引渡しが完了した３に掲げる工事
とする。

3.0点

(3)　配置予定技術者の施工経験
　過去に同種・類似工事を元請として受注
（特定建設工事共同企業体の構成員として
の実績を含む。）した工事において、主任
技術者、監理技術者又は現場代理人（評価
基準日現在において５に掲げる国家資格等
を有する者に限る。）として施工した配置
予定技術者の工事経験により評価する。
　評価の対象とする工事は、評価基準日ま
でに完成引渡しが完了した４に掲げる工事
とする。

2.0点

(1)　工事成績評定
　過去３か年度（公告の属する年度を含ま
ない）において、工事検査を完了した栃木
県発注の○○工事の工事成績評定点の平均
値（小数点以下第２位四捨五入）により評
価する。
　対象となる評定点がない場合は、平均値
を６５点未満とみなす。
　特定建設工事共同企業体による工事は、
各構成員の工事成績として扱う。

(4)　専門技術力
　○○を製作できる工場（過去○年間に出
荷実績が有るものに限る。）の有無により
評価する。

(6)　建設業労働災害防止協会への加入
　入札参加申請日現在における、建設業労
働災害防止協会への加入の有無により評価
する。

(7)　地域内拠点の有無
　○○における本店、支店又は営業所（建
設業法に基づく営業所に限る。）若しくは
○○を製作できる工場の有無により評価す
る。

1.0点


